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前期基本計画

計画の体系

将来像 みんなで創る　しあわせ実感都市　潟上
～ 文化の風薫る　笑顔あふれるまち ～

自
然
と
共
生
す
る
、

環
境
保
全
都
市

１ 環境意識の高揚
２ 温暖化対策の推進
３ 八郎湖の水質保全対策の推進
４ 公害対策の強化

１ 防災対策の強化
２ 地域防災力の強化
３ 救助・救急体制の充実

１ 交通安全の推進
２ 防犯体制の充実
３ 空き家対策の強化

１ 相談体制の充実
２ 消費者知識の普及啓発

１ ごみの減量化
２ ごみの適正処理
３ 廃棄物処理施設の整備

基本目標 政　策 施 　  策

政策１-（1）

自然環境の保全

政策２-（1）

消防・防災対策の充実

政策２-（2）

交通安全・防犯対策の充実

政策２-（3）

消費者対策の充実

政策１-（2）

循環型社会の形成

安
全
に
過
ご
せ
る
、

安
心
居
住
都
市

基本目標

1

基本目標

2
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計画の体系

便
利
に
住
ま
え
る
、
快
適
空
間
都
市

１ 幹線道路・生活道路の整備
２ 道路維持の充実
３ 除排雪体制の充実
４ 鉄道の利便性向上
５ 公共交通網の形成

１ 多核ネットワーク型都市形成への
誘導

２ 適正な土地利用に向けた規制と誘導
３ 都市景観の形成
4 緑化の推進
5 市営住宅の整備
6 地籍調査事業の推進

１ 上水道の安定供給
２ 災害時の飲料水確保
３ 水道事業の経営安定化
４ 下水道事業等の整備
５ 水洗化の促進
６ 下水道事業の経営安定化

１ 行政サービスの情報化・効率化
２ 情報セキュリティ対策の強化

基本目標 政　策 施 　  策

政策３-（1）

道路・交通網の充実

政策３-（2）

都市環境の整備

政策３-（3）

上下水道等の整備

政策３-（4）

情報化社会の推進

基本目標

3
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計画の体系

健
や
か
に
暮
ら
す
、
健
康
福
祉
都
市

１ 計画的な健康づくりの推進
２ 市民の主体的な健康づくりへの支援
３ 地域医療体制の充実

１ 福祉意識の高揚と広報活動の充実
２ 地域福祉体制の充実
３ 地域福祉を担う人材育成の推進

１ 介護予防と地域の支え合いの推進
２ 高齢者の生きがい対策の推進

１ 地域における生活支援体制の充実
２ �障がいのある人一人ひとりの自立
と社会参加の促進

３ 心のバリアフリーの推進

１ 国民健康保険事業の適正な運営
２ 後期高齢者医療制度の周知
３ 介護保険事業の健全な運営
４ 国民年金制度の周知と加入促進
５ �生活保護制度の適正な実施とセー
フティネットの確保

基本目標 政　策 施 　  策

政策４-（1）

市民の健康づくりの推進

政策４-（2）

地域福祉の充実

政策４-（3）

高齢者福祉の充実

政策４-（4）

障がい者福祉の充実

政策４-（5）

社会保障の充実

基本目標

4
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計画の体系

活
力
に
あ
ふ
れ
る
、
田
園
拠
点
都
市

１ 農林産物等の生産振興
２ 農村環境の適切な保全管理
３ �農業をリードする担い手の育成・
確保

４ 地産地消の推進
５ 森林資源の保全と活用
６ 内水面漁業の振興
７ 海面漁業の振興

１ 商業の振興
２ 工業の振興
３ 企業誘致の推進

１ 観光施設の整備・連携
２ 観光イベントの充実
３ 特産品等の開発・販売促進

１ 定住・移住の推進
２ 雇用促進対策の推進

基本目標 政　策 施 　  策

政策５-（1）

農林水産業の振興

政策５-（2）

商工業の振興

政策５-（3）

観光の振興

政策５-（4）

定住・移住の推進

基本目標

5
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計画の体系

次
代
の
人
が
育
つ
、
生
涯
学
習
都
市

１ 子どもを産み育てやすい環境づくり
２ 妊産婦の健康管理体制の充実
３ 乳幼児の健康管理体制の充実
４ 保育サービスの充実
５ 幼児教育の推進
６ 教育・保育の質の向上と幼保一体
施設の整備

７ 感染症対策の推進
８ 思春期保健対策の拡充
９ ひとり親家庭等への自立支援の促進
10 子ども医療費助成制度の拡充
11 要保護児童への支援の充実
12 出逢い・結婚の支援

１ 教育内容の充実
２ 「ふるさと教育」と「心の教育」の推進
３ 教育環境の整備・充実
４ 相談体制の充実
５ 特別支援教育の推進
６ 家庭・地域との連携
７ 学校保健の充実
８ 学校給食の充実
９ 教育に対する保護者負担の軽減

１ 生涯学習活動の推進
２ 公民館事業の充実
３ 図書館事業の推進

１ 生涯スポーツの振興
２ スポーツを通じた健康長寿社会の
創生

１ 家庭教育の充実
２ 子ども会活動の充実支援
３ 児童館活動の推進
４ 青少年健全育成の体制強化
５ 放課後児童クラブの運営

１ 芸術文化活動の支援
２ 芸術文化事業の振興
３ �複合機能を持った文化会館的施設
の整備検討

４ 文化財の保護と活用
５ 市史編さん資料の収集

基本目標 政　策 施 　  策

政策６-（1）

子ども・子育て支援の充実

政策６-（2）

学校教育の充実

政策６-（3）

生涯学習の推進

政策６-（5）

スポーツ活動の推進

政策６-（4）

青少年の健全育成

政策６-（6）

芸術・文化活動の推進

基本目標

6
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計画の体系

み
ん
な
で
つ
く
る
、
参
画
協
働
都
市

１ 市民参画の推進
２ ボランティア活動の推進
３ 自治基本条例の適切な運用
４ 大学との連携による地域活性化の
推進

１ 人権啓発活動の充実
２ 男女共同参画の推進
３ 女性の自立支援と働きやすい環境
づくり

４ 男女がともに安心して暮らせる環
境づくり

１ 組織改革の推進
２ 地方分権に対応できる職員の養成
３ 健全財政の確立
４ 「潟上市まち・ひと・しごと創生
総合戦略」の推進

５ 行政改革の推進
６ 行政評価の推進
７ 行政の広域的な連携
８ 適正な公共施設の維持管理と整備
９ 情報公開の推進と公文書の適正な
管理

10 個人情報保護の強化
11 広報広聴活動の充実

１ 地域コミュニティ活動の支援
２ 市民の自主的活動の促進

１ 市民主体の交流活動の推進
２ 多文化共生社会づくりの推進

基本目標 政　策 施 　  策

政策７-（1）

参画・協働の推進

政策７-（3）

人権尊重・男女共同参画の推進

政策７-（5）

行政経営の推進

政策７-（2）

地域コミュニティの育成

政策７-（4）

国際交流の推進

基本目標

7
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前期基本計画における重点テーマ

基本目標７ みんなでつくる、参画協働都市

基本目標４ 健やかに暮らす、健康福祉都市
基本目標６ 次代の人が育つ、生涯学習都市

基本目標１ 自然と共生する、環境保全都市
基本目標２ 安全に過ごせる、安心居住都市
基本目標３ 便利に住まえる、快適空間都市
基本目標５ 活力にあふれる、田園拠点都市

< まちづくりの基本理念 >
「市民と行政がともに築くまち」

< まちづくりの基本理念 >
「市民がしあわせを実感できるまち」

< まちづくりの基本理念 >
「豊かな自然と調和した住みよいまち」

重点テーマ

市民参画と協働

重点テーマ

子育てと教育

重点テーマ

住みよさと魅力の向上

前期基本計画における重点テーマ

　総合計画は、本市におけるすべての計画や施策の最上位に位置づけられ、本市の行政運営の指針と
して、行政運営に必要な基本的なことを総括的に網羅していますが、その中から、特に前期基本計画
の５年間で本市が最重要課題として取り組むテーマを設定します。
　本市の誇りである豊かな自然と、人と人のつながりの中でいつまでも住み続けたいと思えるまちづ
くりを、市民と行政がともに力を合わせて進めていくことにより、市の将来像の実現を目指します。

■重点テーマの考え方

《市の将来像》
みんなで創る　しあわせ実感都市　潟上

～ 文化の風薫る　笑顔あふれるまち ～

実現
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前期基本計画における重点テーマ

重点テーマ

市民参画と協働 子育てと教育 住みよさと魅力の向上

　潟上市自治基本条例の本
旨に則り、市民が「まちづ
くりの担い手」として積極
的に市政に参画する機会の
充実に努めるとともに、市
民の提案や提言を市政運営
にいかした市民と協働のま
ちづくりを今まで以上に進
めます。
　また、自治会等の自治組
織の枠組みや役割の整理・
見直しを行うとともに、地
域分権の検討などを進め持
続可能な地域社会を目指し
ます。

　「子育てするなら潟上
で」をより確かなものにす
るため、予防接種費や医療
費などの経済的支援をはじ
め、就学前教育・保育の質
をさらに高めていきます。
　また、特色ある学校づ
くりと創造的な教育課程
をとおして、幅広い視野に
立って柔軟に考え、郷土を
愛し、思いやりの心をもっ
て、自ら行動できる子ども
たちを育みます。

　田園風景をはじめとする
豊かな自然環境の保全に努
めるとともに、これまで築
いてきた良好な住環境に加
え、幹線道路・生活道路の
計画的な整備や地域全体を
見渡した総合的な公共交通
ネットワークの構築を目指
すなど、まちの住みよさと
魅力を高めていきます。
　また、６次産業化による
農林水産物の高付加価値化
など、生産意欲と所得向上
につながる取り組みを支援
するとともに、新たな「か
たがみブランド」の確立を
目指します。
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